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1．目的 

 

 私達の生活において、電気製品は切っても切り離すことができない。例えば,食品を調理するためにはレンジやトースタ

ー、IH など調理機器を使う。また部屋を過ごしやすい気温にするためにエアコンを使う。そして、近年ではスマートフォン

やノートパソコンといった携帯型の電気製品も急増し、生活の利便性がさらに向上している。すべての電気製品は電気を

エネルギー源としている。生活を豊かにしているこれら電気製品を、私たちは不使用時もコンセントを挿しっぱなしするこ

とがある。その待機時の消費エネルギーは待機電力と言われる。供給される電気エネルギーのうち８５％程度は火力発

電である。火力発電は化石燃料を燃焼させて発電するため、温室効果ガスである二酸化炭素が放出される。つまり、不

要な待機電力は間接的に地球温暖化の環境問題を発生させている事になるのである。本研究では各家庭における電

気製品に着目し、各電気製品の待機電力を測定する。各家庭の様々な電気製品(５品目)の待機電力を調べ、日本全体

での待機電力を推計することで、地球温暖化の歯止めをかける為の提言を行う。 

 

2.使用機器 

2-1．測定機器 

今回測定に使用した測定器が以下の仕様である。テスターは電源電圧と待機電流が微小な場合の計測に用いている。 

表１．測定器の仕様 

 
 

2-2.被測定機器（家電） 

待機電力を測定した機器（家電）の仕様は以下の通りの 5 品目(テレビ、洗濯機、エアコン、トイレ（温水洗浄）、電子レン

ジ)である。班員 3 名の自宅にある家電を測定対象とした。 

 

表２．被測定機器（家電）の仕様 

 
3．関連知識 

 

3-1．年間電力量の推移 

被測定機器 メーカー名 型 シリアルナンバー 製造年 使用電圧V（V) 消費電力P(W） 備考

maxzen J32SK03（32型） SK204M32JP01586 記載なし 100 50 テレビA

SONY KJ-65A8H（４K） 28c9bd002204760 2020年 100 468 テレビB

SHARP LC-40H40(40型） 9616287 2016年 100 80 テレビC

シャープ
株式会社

ESーKS270R TSPCQA462 記載なし 100 360~440 洗濯機A

Panasonic NA-FA100H3 1671100916 記載なし 100 355 洗濯機B

日立アプライア

ンス（株）
BW-D8SV 4026697 2014年 100 390 洗濯機C

TOTO SH61BA D05672ー1R 記載なし 100 51 トイレA

LIXIL株式会社 DV-S716/BN8 Y2337498 2020年 100 記載なし トイレB

LIXIL株式会社 CW-H42 １R7165671 2016年 100 350 トイレC

日立グローバルライ
フソリューションズ

MRO-M1X 9018930 2019年 100 1000~1430 レンジA

SHARP RE-SB40 ARE50-E78 記載なし 100 1375 レンジB

三菱電気ホーム

機器株式会社
RO-MS61 632 記載なし 100 990 レンジC

ダイキン工業株

式会社
F22GTNS-W C124735 2006年 100 720 エアコンA

パナソニック株

式会社
CS-EX251D-W 4876919223 2021年 100 720 エアコンB

松下電器産業株

式会社
CS-Z225A-W 7097303582 記載なし 100 570 エアコンC

テレビ

洗濯機

トイレ

電子レンジ

エアコン



 

経済産業省資源エネルギー庁（２０２０）によれば、年度別発電電力量では、近年約 100 万 GWｈを維持していることか

ら電力需要が高くなっていることがわかる。火力発電の割合がどの年度においても高い。2005 年と 2013 年の間には東

北地方太平洋沖地震があり、原子力発電所の停止による発電数が下がっている。また近年において環境問題の観点か

ら再生可能エネルギーの割合が高くなっている。 

 

表３ 年度別発電電力量(抜粋) 

 

 
                                                     

 

3-2．火力発電の発電量推移 

 

経済産業省資源エネルギー庁（２０２０）によれば、年度別発電電力では、電気事業用と自家用を合計した年度別発電

電力量は 1951 年から 2013 年まで増加している。一転、2016 年から減少しているが依然として高いことがわかる。 

 

表４ 年度別発電電力量(抜粋) 

 
                   

3-3．家庭の各種家電所有率 

 

 家電製品協会（２０２０）によるとエアコン、テレビ、温水便座（トイレ）、洗濯機の普及率は以下の様に高普及率である。

（表５）（表 6） そして象印（ZOJIRUSHI）（２０１３）によれば、キッチン家電のキッチン家電の所有率（表７）では、電子レン

ジの普及率も高いことが示されている。 

 

表５．主要家電の普及率１        表６．主要家電の普及率２         表７．キッチン家電の所有率 

    

 

なお表６の洗濯機を、表 10 の一人世帯と他の割合で計算しなおすと、洗濯機は全世帯で 96.8％程度と推計される。 

 

 

 

3-4．各電気製品の使用時間 

 

総務省（２０１９）、経済産業省資源エネルギー庁（２０２０）、パナソニック（２０２１）、ウエザーニュース（２０１１）及び高

橋志保彦氏（２０１４）より、まとめた電気製品の 1 日の使用時間は以下の様である（表 8） テレビ、エアコンは 1 日に 3



時間弱の使用があるが、ほかの品目は一日の使用時間は 1 時間も満たない。 

 

表８．各電気製品の 1 日の使用時間 

 

 
 

3-5．日本の人口及び世帯数（総世帯・単身・二世帯以上） 

 

総務省自治行政局（２０２０）によって示された、令和 2 年「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」

（表１０）、および総務省統計局（２０１５）の平成 27 年「家族類型別一般世帯数」(表 1１)では、国内の人口は以下の様に

なっている。ほとんどの世帯が、上記 6 品目の家電をほぼ所有している。 

 

表９．令和２年１月１日住民基本台帳人口・世帯数、令和元年人口動態（統計）※抜粋 

 

 
 

表１０． 家族類型別一般世帯数  ※H27 年(2015)のみ抜粋 

 

 
 

４．実験方法 

 

①班員（A,B,C）の家庭の電源をテスターで測定し電源電圧として測定する。なお家電の傍のコンセントとする。 

 

②測定回路のプラグを電源（家庭のコンセント）に接続し、測定回路のコンセントと負荷（家電）を接続する。 

  この時、負荷（家電は）待機の状態にして待機電流を測定する。 

 

③電流計の針の振れが微小であって目測不可能である場合、テスターに置き換え待機電流を測定する。 

 

④測定した値（電源電圧、待機電流）を表 11 に記入し、待機電力と 1 年間不使用の場合の電力量を計算で求めた。 

 

（単位　1,000世帯）

親族のみの世帯 親族のみの世帯

年次

総数 計 核家族世帯
核家族
以外の
世帯

核家族以外の世帯

夫婦
のみ

夫婦と
子供

男親と
子供

女親と
子供

夫婦と
両親

夫婦と
ひとり親

夫婦，
子供と
両親

夫婦，
子供と

ひとり親
その他

27 a)53,332 34,315 10,718 14,288 703 4,045 191 676 710 1,214 1,770 464 18,418

非親族を
含む世帯

単独世帯



      
     写真１． 測定回路                               図２．測定回路 

 

５．実験結果 

 

テレビ、炊飯器、洗濯機、トイレ、レンジ、エアコンの家電５品目について電源電圧および待機電流を計測した。 

以下に測定結果と、待機電力、年間待機電力、年間待機電力の平均を求めた。 

 

表.１１．各家電の測定結果及び年間待機電力量の算出結果 

 

 
待機電力 P＝電源電圧 V×待機電流 I    

年間待機電力＝待機電力 P×24 時間×３６５日 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．検討 

 

6-1．総世帯の年間待機電力の算出 

 

総世帯数での 5 品目の家電で消費される年間待機電力は、これまでに紹介した統計の表（表５、６、７、９）と実験結果

(表１１)を用いて求める。その計算は以下の式によって求める。 

 
 

その計算結果を以下の表１２に示す。 

 

表１２．実験結果から推計する国内での年間待機電力 

 

 
 

テレビ、洗濯機、トイレ、電子レンジ、エアコンの総世帯の年間待機電力量（推計）の計算は所有台数 1 台と設定して

求めている。これらの電気製品(5 品目)の、総世帯での年間待機電力量は推計 17526.81Gwh となった。 

 

6-2．火力発電所の年間発電量の算出 

 

経済産業省資源エネルギー庁（２０２０）によると、火力発電の規模に関して、表１３の通りの順になっている。この表で

は、最大出力が記載されている。表 13 の発電所が、仮に各発電所が最大出力を 365 日続けた場合の年間発電量を計

算し、表 13 に右記した。 

 

表１３． 火力発電所の年間発電量（抜粋）及びその年間発電量の推計 

 

 

（使用しない時間の割合） 



 

  表１２の結果と表１３の結果を比較すると、国内各世帯にある電気製品で消費される年間待機電力の合計は、神奈

川県の東扇島火力発電所が仮に 1 年間最大出力で発電し続けた年間発電量以上に相当する結果であるとわかる。こ

のことから、これらの５品目の電気製品の待機電力をなくすことができれば、東扇島発電所規模の発電所 1 つ分が不要

になると言うことができる。だが、実際には火力発電所が最大出力で 1 年間発電することは無い。言い換えれば、東島

発電所以上の発電所の発電量が、これら国内の家電５品目の待機電力に消費されているということである。 

 

6－3．待機電力を抑える対策 

 

・テーブルタップによる節電 

 

 各家庭で家電の ON、OFF は、節約につながることは TV のニュースや特集、電力会社の CM などでも盛んに情報とし

て紹介されてきたことである。照明を消す節電は誰でも行っている。それは、スイッチがすぐ手に届く場所にあるのが大き

いと考える。やはりこれら５品目もたやすくプラグを抜ける状態（相当）でなければ、節電はより浸透しないと考える。これ

ら５品目の電気製品は、プラグをコンセントに接続する際、家電の裏など、届きづらい場所に接続することがある。その

場合、抜き差しが億劫であるため、待機電力を削減する意識の障害となる。この対策として各負荷の ON、OFF できるテ

ーブルタップ（写真２）の積極的利用をしたいところである。コンセントを手の届く場所に置くことで、入り切りを解決するこ

とができる。また、テーブルタップを使うことで複数のコンセントを一つにまとめることができるため、一つのテーブルタップ

で複数の電気製品の待機電力を削減することができるという利点もある。 

 

 
写真２．テーブルタップ 

 

７．まとめ 

 

今回の計測は母数が少ない事。加えて、節電に取り組む家庭も多くあることから、全世帯がコンセントを挿し続けた状

態ではない。そのような要素を含めると今回の結果は十分に正確な値でない。しかし節電の大切さを世に問うには十分

な答えが得られたと実感する。また、各家電の所有率は所有が 1 台とみなし計算を行った。実際には各家庭に 2 台、3

台と同種家電を所有する場合もある。所有が複数の場合や、今回算出に至らなかった他の家電・デジタル機器を含めれ

ば国内での待機電力はさらに大きくなる。家電やデジタル機器は、家庭だけでなく企業にも多い。その分も含めるとさら

に上位の火力発電所の発電が不要になり、燃焼で生じる CO2 排出が軽減される。予約録画の設定をはじめとするタイ

マー設定があることや、近年ではスマート家電というスマートフォンと連携ができる家電が増え続けており、家電を遠隔で

操作することが可能になっている。そのため、コンセントを抜きづらい環境も増えてきている。今後、CO2 排出を抑えるた

めには家電の機能と向き合い、一人一人が節電に対する考えを改めるべきだろう。 
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